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5万分の1地質図幅の新刊
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し濃尾平野の沃野を形成している.

･津島地域の地質は養老山地を構成する古生代(二畳紀)

島げ

の養老層群と同山地山麓に分布する鮮新世一更新世の奄芸

層群および段丘堆積物からなり養老山地東麓には扇状地

堆積物が著しく発達している.

･従来養老山地の古生層は養老層群として一括されていたが

岩相により3つに区分したことで養老層群の断層による

複雑なブロック運動が解明されさらに周辺地域の古生

層と岩相による対比を可能にした.

･奄芸層癖は5累層に区分しているか

にして表現している.

凡例では便宜上3つ

取扱先

地下地質は深度1,000m以上の8地点の超深層ボｰリン

グ資料を駆使して濃尾平野地下の堆積層について上部

から下部へ完新統更新統鮮新統中新統の順に1,500

mに及ぶ厚い堆積層の存在を明らかにし層序の確立と周

辺地域との対比を行い沖積基底等深線を書き入れ沖積

基底面の構造林読めるようにしたことは本図幅の特徴と

して挙げられる.さらに研究報告書には更新統基底

面及び鮮新統基底面の構造を示し濃尾平野の地下地質構

造を示した.

沖積平野部については自然堤防を区別して表現し3大

河川による氾濫原の状態を浮き彫りにしたのも本図幅の特

徴といえよう.

津島地域は大部分濃尾平野が占めることから農業産

業住居など社会生活にかかわるものが大きい.とくに

直接社会生活にかかわる地下地質地下水についてその大

要を把握する上でこの研究報沓書は十分に役立つであろ

う.なお｢津爵｣図幅は西隣りの彦根東部地域と関連

しており｢彦根東部｣図幅を併用すると良いと思う.
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･r津島｣図幅は養老山地の大部分と濃美平野の西部域を

カバｰしており大部分濃尾平野で占められる.養老山

地北部東斜面には伝説で有名な養老の滝が砂岩層とチャ

ｰト層を境する断層にかかるのをはじめ大小の滝がかか

いぴ

っている.一方濃尾平野には木曾川･長良川･揖斐

川の3大剛11が伴流して古来から洪水氾濫をくりかえ
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